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   Ｇ０３Ｂ  21/16     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  21/16    　　　　
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ   5/74    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月5日(2013.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　なお、本実施形態においては、ワンタッチオフモードの場合に、温度検出部１６を用い
て、電源オン時のクールダウン処理の有無、および実行量を決定したが、図５に示すよう
に、プロジェクター１が、光源ランプ３１の連続消灯時間（消灯時点から現時点までの時
間）を計測する消灯時間計測部（消灯時間計測手段）８１を更に備え、消灯時間計測部８
１を用いて、電源オン時のクールダウン処理の有無、および実行量を決定する構成であっ
ても良い。かかる場合、消灯時間計測部８１によって得られた測定消灯時間（測定した連
続消灯時間）が、始動温度条件に基づく規定値に達している場合には、電源オン時のクー
ルダウン処理を省略し、規定値に達していない場合には、測定消灯時間に対応する実行時
間（測定消灯時間と規定値との差分）だけ、クールダウン処理を実行する。
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